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コミュニケーションシステム
各機能の特性

• 電子メール

• 掲示板

• 共有キャビネット

• 回覧板

・双方向性 ・即時性がある ・基本的に１対１のやりとり

・アドレス帳や配付コードを利用しての一括送信も可能

・大容量ファイルのやりとりには向かない

・効率よく多数のユーザーに情報を知らせる事ができる

・大容量のファイル添付も可能

・掲示期間を設定 →頻繁に更新する短期的な情報発信

・掲示板に似た機能

・大容量のファイルも扱うことができる

・長期的なデジタルデータの蓄積に向く

・利用者限定の情報回覧

・簡単なアンケートや会合の案内，出席／欠席の確認等に
も利用できる



コミュニケーションシステム
掲示板／共有キャビネットの使い分け

• 共有キャビネット

・効率よく大人数に情報を知らせる事ができる

・大容量のファイル添付も可能

・掲示期間を設定し，頻繁に更新（短期的な情報発信）

・掲示板に似た機能

・大容量のファイルも扱うことができる

・長期的なデジタルデータの蓄積・共有に向く

例えば

例えば

会議・会合の
案内

会議資料の配布
（事前・事後）

大会要項や参加
申込書の配布

指導案・学習資料等の
蓄積・共有

各種申請用
様式の保管

公開可能な
記録の保管

• 掲示板



掲示板を中心にした活用の事例
（中体連専門部）

・ 各種大会の要項

・ 参加申し込み用紙の添付

・ 提出用メンバー表の枠

・ プログラム、組み合わせ表の添付

などに活用している。

・ 用途に応じ、共有キャビネットや

回覧板機能も活用している。



共有キャビネットを中心にした活用の事例
（市小教研算数部会）

・ 算数科の指導案

・ 学習プリントなどの資料

・ 実践例紹介

・ 編集可能なデジタルコンテンツとして

添付し、掲載していく。

・ 原則として著作権フリーということを

確認し合って活用している。



その他の活用の事例
（山形市・スワンヒル間の交流）



コミュニケーションシステム
操作講習会の持ち方の例

小学校 中学校

・年に１～２回実施

１回目：

ログオンの手順，電子メールの使い方

２回目：

掲示板・共有キャビネットの使い方

情報ネットワーク運用支援事業（ＰＣサポート）の協力を得て実施している学校も多い。

・同じ内容で２回実施

・ ログオンの手順

・ 電子メールの使い方

・ 掲示板の使い方

講習会の回数、内容などについては課題も多く、十分とは言えない学校も少なくないのでは。



今後について

将来的には，コミュニケーションシステムを児童・生徒の

学習にも大いに役立たせていくことが望まれる。

まず教員が使いこなし，各機能のよさや

特性について十分理解しておくことが大切。

「データや文書を積極的に公開・共有していこう」
という意識をもつ

そのためにも


